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「またしてもジャンヌ・ダルクの本である。」本書はこの一文から始まる。ジャンヌ・
ダルクは百年戦争の最中、「神の声」に従い当時イングランド軍に包囲されていたオル
レアンを解放に導き、一躍時の人となるも、その二年後、異端者としてルーアンで火
刑に処された少女である。フランスにおいて、このジャンヌ・ダルクにかんする著作
は、毎年のように出版されている。歴史家が著すものから、救国の乙女を題材とした
小説、あるいは子供向けの絵本まで、その種類は多種多様である。ジャンヌに対する
関心は、母国フランスだけにおさまらず、敵国イングランドや隣国ドイツにおいても
高く、注目すべき研究が進められている。日本においても、ジャンヌは人々を魅了し、
彼女を題材とした数多くの書籍が出版されているだけでなく、さらには彼女の生涯が
舞台で演じられてもいる。なぜ、これほどまでにジャンヌ・ダルクは人々を惹きつけ
るのだろうか。そのひとつの答えが本書の中に詰まっている。
元パリ第８大学教授であった著者のコレット・ボーヌは、これまでの研究において、
中世後期フランスにおける国家形成の動きや国民意識の高揚を、多角的な視点から明
らかにしようとしてきた。ジャンヌ・ダルク研究は、こうした研究の一部であると同
時に最大のテーマであり、本書には彼女の研究に対する姿勢や視点、そして手法が凝
集されている。ジャンヌ・ダルクの生涯や、戦場での活躍、そして彼女の異端性など
については、これまでにもしばしば扱われてきた。しかし、本書では、ジャンヌが生
きていたのはどのような時代で、また、そこで暮らす人々はどのような慣習のもとで
生活をし、そしてどのような思想を持っていたのかという部分に焦点があてられ、当
時のフランス社会の中にジャンヌ・ダルクの存在を落とし込んでいく。それは、必ず
しもジャンヌ・ダルクの実像に迫るものではない。邦題にある通り、ここで著者が解
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き明かそうとしているのは、「幻想のジャンヌ・ダルク」像である。つまり、当時の社
会、そして人々が彼女にどのようなイメージを投影していたのか、そのひとつひとつ
を紐解いていくことで、新たなジャンヌ・ダルク像を描き出そうとしているのが本書
なのである。こうした著者の姿勢は、序論で明確にされており、また目次を開いてみ
ると、一目瞭然で彼女の試みを読み取ることができる。「ジャンヌの年齢」、「家族」、
あるいは「羊飼いの娘の作戦」や「乙女」、そして「異端者」、「聖女か、女魔術師か、
それとも魔女か」といった見出しがそこには並んでおり、これまでにない様々な角度
から、ジャンヌ・ダルクに迫っていくであろうことを想起させる。まずは、その内容
を紹介していこう。
第Ⅰ部「ドンレミのジャンヌ・ダルク」では、歴史の表舞台に現れるまでのジャン
ヌに注目している。彼女はどのような環境で生まれ育ったのか。そして彼女が暮らし
ていた場所には、いったいどのような意味があったのか。ジャンヌはドンレミ村の一
自作農の家庭に生まれた。村には農地と森が広がり、森のはずれには大きな「妖精た
ちのいる木」があった。彼女には威厳ある父がおり、子供をしつける母がおり、そし
て兄と姉がいた。一般的な農村の家庭で、土地の慣習に従いつつ日々を過ごす素朴な
少女がジャンヌであった。しかし、彼女が生活をしていた場所には、少し特別な意味
があった。ドンレミ村は、フランスの東部に位置し、国王が支配する領域と、当時王
家の敵となっていたブルゴーニュ公のそれとの境界に位置していた。狭間の地域は、
人々に様々なイメージを与えた。危険な場所、異端の温床となる場所、そして預言者
が出現する場所など。こうした想像力をかき立てる地域にいたのがジャンヌであっ
た。ただの田舎の素朴な少女は場所の力をかりて特別な存在となり、そして救国の少
女となっていく。
第Ⅱ部「ドンレミからシノンへ」では、具体的にジャンヌに投影されるイメージに
ついて検討がなされている。まず彼女には預言者というイメージがあった。混乱が続
く中世末期のフランスに、預言者はしばしば姿を現していた。ジャンヌもこの延長線
上に位置づけられる。そして彼女の登場は、すでに前の預言者たちによって告げられ
ていたのである。ただ、ジャンヌはこれまでの預言者と違っていた。彼女は預言を自
ら実現させると主張した。ジャンヌに対する数あるイメージのなかで、「乙女」として
のイメージは、ジャンヌを特別な存在へと転身させる。純潔を守る乙女は、神に直接
仕える者となり、性別を越える存在となっていく。ジャンヌは男装をし、そして戦闘
に参加するのだが、一般的に当時の人々には受け入れ難いこうした行動も、彼女が乙
女として神から使命を授かる者であるからこそ、正当化されることになる。
様々なイメージを抱えつつ、シノンにいた王太子シャルルのもとへとやってきた
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ジャンヌは、その後オルレアンに向かい、イングランド軍と対峙することになる。第
Ⅲ部「一四二九年オルレアン」では、ジャンヌの戦いについて書かれている。中世に
おいて戦闘の勝敗は、神の審判の結果であった。勝者は清廉潔白で、また大義がなけ
ればならない。ジャンヌにとってフランスは「正義の喧嘩」をしており、イングラン
ド軍はただの侵略者で略奪者であった。戦いの際にジャンヌが用いた武器、つまり「イ
エス・マリア」と書かれた軍旗とフィエルボワの聖所で発見された一振りの剣は、ジャ
ンヌに正義があること、そして傍に神がいることを示した。そのジャンヌは王太子
シャルルをランスに導くべく戦った。歴代のフランス王は、この地で聖別式をおこな
い、そして癩病患者に触った。一連の儀式を経験して、王ははじめて正当な王になれ
る。当時、トロワ条約に基づきイングランド王ヘンリ６世がフランス王を兼ねていた
のだが、神の使命を受けるジャンヌの戦いとは、神聖な力を持つ正当なフランス王を
誕生させるためのものであった。1429年にジャンヌはオルレアンを解放し、フランス
王シャルル７世の戴冠式を達成させた。人々はジャンヌの行為に奇跡を見た。ただ
し、それもつかの間、ジャンヌの運命は、パリ攻撃を境として急転回していく。
ジャンヌ最期の時を扱ったのが、第Ⅳ部「パリからルーアンへ」である。コンピエー
ニュでの戦闘において、ブルゴーニュ軍に捕まったジャンヌは、その後イングランド
軍に売り渡され、ルーアンで異端審問にかけられる。当時の社会において、正統と異
端とは紙一重であった。正統である教会の存在は絶対であるが、教会が示す異端の定
義は曖昧であったからである。ルーアンに身柄が移されて以降、ジャンヌの私生活や
思想が、改めて問い直されていく。彼女の評判はどうか、異端に繋がるような行動や
言動はなかったのか。ジャンヌが聞いた声の主は誰か。裁判官とのやり取りにより、
声の主は、聖ミカエル、聖カトリーヌ、聖マルグリットであろうとされていく。ただ、
ジャンヌと聖人との関わり方を、裁判官たちは受け入れられなかった。一日に三回も
ジャンヌの前に現れるなど、彼女と聖人たちとの距離があまりに近かったからである。
ジャンヌはルーアンにいる裁判官たちを信用しなかった。一方、彼らは自身の信仰と
信念に従ってジャンヌを裁いた。つまり、ジャンヌの問題は教皇のもとに持ち込まれ
なかったのである。両者の対抗姿勢は、最終的に彼女を不服従の異端とした。ジャン
ヌは火刑に処され、灰はセーヌ川に捨てられる。
ただ、こうした死が彼女に新たなイメージを与えることになる。結論の部分で、ジャ
ンヌの人生とイエスのそれとが重なり合わされる。彼女は殉教した。その一連の過程
は、裏切られ、嘲笑され、磔刑に向かうイエスと同じであった。こうしてジャンヌに
イエスのイメージが投影されることになる。
以上、簡潔ではあるが本書の内容を紹介した。あまたのジャンヌ関連本の中で、ボー
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ヌの著書は異彩を放っている。冒頭でも述べたが、著者はジャンヌに当時の人々が、
どのようなイメージを持って携わっていたのかを生き生きと描き出している。これは
まさにジャンヌというひとりの人物を通して見ることのできる中世後期フランスの姿
であった。そして本書では、ボーヌが示す世界観が邦語で忠実に表現されているとい
えるであろう。「指揮棒
バ ト ン
」と「 棒
マルタン
」を一例として、訳し分けあるいは訳し方に困る場
面も多々あっただろうが、適切な訳語の使用により、原著の雰囲気をそのまま伝えて
くれている。
最後に、本書の内容をさらに深めることができるであろう論点を提示しておこう。
ひとつ目は、政治的立場におけるジャンヌの存在についてである。シャルル７世治世
の顧問官を扱ったピエール＝ロジェ・ゴサンの研究によると、彼女は1429年７月10日
トロワ包囲の際に顧問会議に呼ばれ、意見を求められている１。政治に携わる者たち
は、ジャンヌに対してどのようなイメージを持っていたのであろうか。そして、この
場で何を期待していたのであろうか。単純に考えれば、やはり神の声を期待していた
のであろうが、そこに、政治主導者のイメージを投影するような要素があるなら、そ
こから新たなジャンヌ像が浮かび上がってくるのではないだろうか。そして、もう一
点。ただし、この点は少し本書の枠組みからずれるかもしれないが、現在に繋がるジャ
ンヌに対するイメージの変遷についてである。有名な話であるが、ナポレオンは自身
をジャンヌと重ね合わせ、英雄としての自己の姿を顕示し、ナショナリズムの高揚を
訴えた２。近世から近代、そして現代までジャンヌがどのように語られ、そして利用
されてきたのかを明らかにすることで、ジャンヌ・ダルク研究はさらに幅を広げるこ
とになるであろう。
ボーヌのジャンヌ・ダルクに対する研究手法は、人物史を進めるうえで手本となる、
非常に汎用性の高い研究手法であるといえるであろう。こうした点でもボーヌの著書
が歴史学に及ぼした影響は大きい。ジャンヌ研究のさらなる進展のベースとなるの
が、まさに本書であるが、同時にこれは歴史上の人物を歴史のなかでどのように扱う
べきかも示してくれている。
〈註〉
１ Pierre-Roger Gaussin, «Les conseillers de Charles VII (1418-1461)», Francia, 10(1982), p. 69.
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